
＜熊本⽀部例会抄録＞ 
⽇時：2026 年３⽉ 10 ⽇（⽕）19：30〜 
会場：添島⻭科クリニック研修室 

‒ ⼀般講演抄録 1 ‒ 

上下顎前突症例において上顎左右中切⻭審美障害に対し P 

F Z 補綴後、再評価し、やり直した症例  

   鮫⽥誠也 共愛⻭科医院 〒861-2231 熊本県上益城郡益城町安永 722-４ 

■抄録 

 患者は 46 歳⼥性 左右上顎中切⻭の変⾊の改善を主訴に補綴希望にて来院。 

20 年以上前に齲蝕にて抜髄、その後コンポジットレジン修復をされていた。 

⾻格性上下顎前突症例で、主訴である左右上顎中切⻭以外にも顎機能の問題もある為、

資料収集から治療計画⽴案し、患者に理想的には矯正治療が必要であることを含めて 

コンサルテーションを⾏なった。 

患者から矯正治療は受け⼊れられず主訴の補綴（P F Z）をした後、再評価を⾏い、

再治療計画を⽴案後、もう⼀度補綴をやり直した症例である。 

諸先⽣⽅からの御意⾒、御指導を仰ぎたい。 

なお本発表に利益相反はない。 

 
 


